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このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
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CoderDojo 三島・沼津 
子どもプログラミング道場開催

時５月９日、７月 11 日、９月 １２ 日、11
月 14 日、令和４年１月９日、３月 13 日
各日曜日午後２時～４時（開催日の追
加、変更の可能性あり。詳細はCoderD
ojo 三島・沼津ホームページ）場県立工
科大学校費無料対７歳から定親子６組程
度申https://coderdojo-mn.com問長屋☎
090・7861・6663

第 38 回三島書作家協会展

時４月 8日㈭～ 11 日㈰午前 10 時～午
後５時（11 日は午後４時まで）場生涯
学習センター３階市民ギャラリー、多目
的ホール内漢字、かなの書の作品展示問
久保田☎ 975・3195

四季の詩　如月写友会写真展

時４月 21 日㈬～ 25 日㈰午前９時～午後
５時（21 日は午後１時から、25 日は午
後４時まで）問飯田☎ 971・6509

初心者の短歌教室「素の会」 
会員募集（入会随時）

時毎月第２水曜日午後１時～４時場生涯
学習センター研修室内先生の添削による
指導で基礎から学ぶことが出来る短歌教
室です。会員が毎月２首提出する歌を自
由に語り合う楽しい集まりです講君山宇
多子（当会代表）費月 1,000 円定３人申・
問芹澤和子☎ 090・7617・5025

春季ソフトテニス教室 
三島ソフトテニス協会

時４月 7 日～７月 7 日（毎週水曜日）
午後６時 30 分～８時 30 分場市民体育館
文教コート対小学生以上費4,000 円（10
回）持ソフトテニスラケット、シューズ
申４月 7日㈬午後６時よりコート入口
で受付問大庭☎ 080・2615・6911

初心者バドミントン教室参加者募集

時５月～令和４年４月（毎週土曜日、全
30 回）午後７時～９時場市民体育館費
15,000 円（初回払い）対中学生以上定
先着 40 人持ラケット（貸出あり）、靴申
http://mishima-badminton.com/問三
島市バドミントン協会・高井☎ 090・
7045・3016

中郷ファイターズ団員大募集！

今しかない小学生の時期、野球を通して
一緒に貴重な時間を過ごしませんか？初
心者大歓迎！性別・学区問いません。検
温、消毒、マスクなどコロナ対策を実施
しながら活動しています時毎週土曜・日
曜日、祝日場中郷小学校グラウンド費毎
月 3,500 円（随時道具代など）対小学１
～６年生問松本☎ 090・2185・6621 また
は「中郷ファイターズ」で検索

アーチェリー春季初心者講習会

時５月 16 日～６月６日（毎週日曜日、
全４回）午前９時 30 分～正午場市民体
育館弓道場費3,000 円（保険料含む）対
中学生以上定先着４人申・問４月５日㈪
～ 30 日㈮までにアーチェリー協会・大
木☎ 090・2571・9480

陸上練習ゆめアスリ 
年長～小学３年生会員募集

時４月 10 日㈯から１年間（月２回土曜
日。雨天中止）午前 10 時～ 11 時※体験
２回無料場県総合健康センターランニン
グコースほか費年間 12,000 円定なし注
保護者同伴問三島市陸上競技協会・西尾
誠（午後８時～９時）☎ 947・2838

求職者職業訓練「医療事務科」 
受講生募集

時６月８日㈫～８月６日㈮午前９時 30
分～午後３時 55 分場シグマカレッジ沼
津校（沼津市大手町２・４・１）内診療
所、総合病院における医療事務を学ぶ費
受講料無料※別途教科書代など実費対ハ
ローワークで積極的に求職活動をしてい
る失業者定15 人※選考あり申５月 11 日
㈫までに住所管轄のハローワーク問シグ
マカレッジ沼津校☎ 0077・78・5455

その他

スポーツ・健康

文化

　新型コロナウイルス感染症の
拡大防止を図るため、掲載
した事業を中止・延期また
は内容変更する場合があり
ます。

6 月１日号への掲載の申込み
は、4 月 ２0 日㈫までに、
広報情報課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、℻ 983・2719

※ ２０１９ 年８月から掲載要項・申込
用紙が変更になっています。
確認の上、申込みしてください。
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７月１日号 ５月26日㈬
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子育て・教育

　
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
、
農
業
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
前
ま
で
な
す
が
苦
手
で
し
た
が
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
育
て
た
な
す
を
食
べ
た

ら
、
な
す
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、「 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た

野
菜
」
は
、
日
本
で
一
番
美
味
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
に
ん
じ
ん
と
そ
ら
豆
と

ト
マ
ト
が
好
き
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
美
味
し
い
野
菜
を
た
く

さ
ん
つ
く
っ
て
、
家
族
を
幸
せ
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
長
生

き
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番
　
た
か
ぎ
　
と
も  

さ
ん

　
中
田
町
の
日
清
プ
ラ
ザ
・
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
三
島
店
が
あ
る
付
近
に

は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代

前
期
に
か
け
て
、
水
稲
耕
作
を
営
む

人
々
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
郷
土
資
料
館
で
は
、
七
月
下
旬

か
ら
三
島
の
旧
石
器
～
古
墳
時
代
を

テ
ー
マ
と
す
る
企
画
展
の
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
企
画
展
で

紹
介
を
予
定
し
て
い
る
西
大
久
保
遺

跡
の
水
田
跡
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

国
道
一
号
と
一
三
六
号
バ
イ
パ
ス

が
交
わ
る
立
体
交
差
点
の
北
側
に

は
、
奈な

ら
は
し
む
か
い

良
橋
向
遺
跡
・
西
大
久
保
遺

跡
・
大だ

い
し
ん
し
ゃ

進
舎
遺
跡
と
い
う
三
つ
の
遺

跡
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
平
成
四
・

五
年
お
よ
び
二
十
五
年
に
行
な
わ
れ

た
発
掘
調
査
の
結
果
、
こ
の
三
つ
の

遺
跡
が
あ
る
地
に
は
、
水
稲
耕
作
を

営
む
一
つ
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

水
田
跡
は
、
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
位

置
す
る
西
大
久
保
遺
跡
か
ら
見
つ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
遺
跡
の
北

弥
生
～
古
墳
時
代
の
水
田
跡

―
西
大
久
保
遺
跡
―

西
か
ら
南
東
に
か
け
て
最
大
幅
一
〇

ｍ
余
の
河
川
跡
が
発
見
さ
れ
、
そ
の

河
川
跡
の
中
に
畦け

い
は
ん畔

（
あ
ぜ
）
で
区

画
さ
れ
た
水
田
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
河
川
跡
は
、
御
殿
川
（
現
在

遺
跡
の
西
側
を
流
れ
る
）
の
旧
流
路

の
一
つ
で
、
こ
の
遺
跡
が
形
成
さ
れ

る
以
前
に
流
れ
を
止
め
、
湿
地
化
し

た
よ
う
で
す
。
西
大
久
保
遺
跡
の
水

田
は
、
こ
の
旧
流
路
跡
を
利
用
し
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
①
が
発
掘
さ
れ
た
水
田
跡

（
旧
流
路
跡
）
で
す
。
横
方
向
に
一

列
、
縦
方
向
に
一
列
、
板
が
並
ん
で

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
板
に

よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
の
が
大
畦

畔
（
水
田
を
大
き
く
区
画
す
る
も
の

で
、
そ
の
中
に
さ
ら
に
小
さ
く
区
画

す
る
小
畦
畔
が
あ
る
）
で
す
。
こ
の

大
畦
畔
を
補
強
す
る
板
に
は
、
住
居

や
掘

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
建
物
（
地
面
に
掘
っ
た
穴

に
柱
を
立
て
て
固
定
し
た
建
物
）
で

使
わ
れ
た
廃
材
が
再
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

写
真
②
は
そ
の
内
の
一
つ
で
、
厚

い
板
の
片
面
に
足
を
か
け
る
た
め
の

出
っ
張
り
が
削
り
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
畦
畔
の
補
強
材
に
転
用
さ
れ

る
前
は
、
住
居
や
掘
立
柱
建
物
の
出

入
口
に
と
り
つ
け
る
梯は

し
ご子

（
階
段
）

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で

す
。

　

水
田
跡
か
ら
は
他
に
も
、
田
ん
ぼ

を
歩
く
た
め
の
田た

げ

た
下
駄
（
穴
が
あ
い

て
い
て
、
紐
を
通
し
て
足
裏
に
固
定

す
る
も
の
）
や
、
土
を
た
が
や
す
際

に
使
う
又ま

た
ぐ
わ鍬
な
ど
の
木
製
品
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
田
下
駄
や
又
鍬
は

郷
土
資
料
館
三
階
に
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
楽
寿
園
に
遊
び
に
い
ら
し

た
際
に
は
ぜ
ひ
一
度
、
実
物
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲写真②大畦畔部材
に転用された梯子

郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228
郷土資料館では６月８日㈪まで、企画展「新規収蔵品展」を開催中です。
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▲写真①発掘された水田跡（当時）
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